
住所

連絡先

移動時間 三浦：31分 浦頭：42分

駐車場 バス：3台 車：15台

営業時間

休日 所要時間

利用料金 ＨＰ

周遊ルート 近隣施設

0956-22-6630（情報センター）

8：15～16：45（潜龍酒造）

各施設毎

https://www.sasebo99.com/about/emukae本陣見学：大人100円(団体50円)

写真

120分（見学）

佐世保市寄港地観光情報

観光資源名称　　≪　江迎宿場町　≫ 形態：まち歩き・体験

【基本情報】

佐世保市江迎町

①　港→潜龍酒造（本陣・もと蔵）→桜旅館（昼食）→着付体験・まち歩き→五番街→港
②　港→潜龍酒造（本陣・もと蔵）→寿福寺→繭玉体験（昼食）→4○3アーケード→港
③　港→潜龍酒造（本陣・もと蔵）→寿福寺→平戸観光（昼食）→五番街→港

寿福寺、潜龍酒造（本陣・もと蔵）、まち歩き、繭玉、千灯籠
祭り、潜竜ヶ滝、おおたや

【施設概要】

平戸往還の宿場町としての歴史を持つ江迎町。平戸藩主が参勤交代などの際に休泊した本陣屋
敷や調度品が、当時のままの姿で現存し、一般公開されている。平戸藩の祈願寺「寿福寺」は
小京都の四季を思わせる中庭の庭園が美しく、この寺にまつわる伝説の水掛け地蔵も安置され
ている。本陣屋敷を守る「潜滝酒造」の「もと蔵」も往時の姿を留め、古の風情の残るまちと
なっている。
また、宿場町として栄えた時代の伝統や風習を、今も大切に受け継いでいる江迎町では、春は
福を招く色とりどりの繭玉が軒先で風に揺れ、夏は約500年続く「水かけ地蔵まつり」や高さ
25mのタワーに火が灯る「千灯籠まつり」で賑わう。

参考（写真等）

https://www.sasebo99.com/about/emukae

